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款 項 目 大 中

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

1,150,000

国・県支出金 0 0 0 0

0

正職員
従事者数 0.00

0

費用合計 1,000,000 1,382,158 1,111,361

0
その他職員

財
源

一般財源 1,000,000 1,382,158 1,111,361

費
用

その他財源 0 0 0

対前年比 138.2 80.4 103.4

1,150,000

従事者数 0.00 0.00 0.00 0.00

人件費 0 0

Ｈ28予算額

直接経費 1,000,000 1,382,158 1,111,361 1,150,000

0.00 0.00 0.00

人件費 0 0 0 0

内容（手段）
目的達成のため
にどのような事業

を実施したか

◆27年度実施内容
救命救急センター運営に要する経費の全額、企業債元金と利息は平成14年度までのもの
については償還額の２/３、その後のものについては１/２、病院の建設改良に要する経費の
１/２、リハビリテーションに要する経費の収入をもって充てることが出来ない相当額、地方公
営企業職員に係る児童手当に要する経費等の繰出を受ける。
【27年度繰出金の算出基準】
１．研究研修費：研究研修費支払金額の1/2
（(65,377,568円-315,000円（県補助金））×1/2≒32,531千円）
２．共済組合追加費用：支払額（89,845千円）×80%　精算による調整で71,589千円
３．院内保育：収入をもって充てることができない経費
　　（委託料45,057千円-補助金1,566千円＝43,491千円）　精算による調整で21,745千円
４．児童手当：児童手当に要する経費（39,959千円）精算による調整で35,798千円
５．企業債利息：平成14年度以前借入に対する支払額の2/3、平成15年度以降借入に対す
　　る支払額の1/2（79,765,189円×2/3＋989,000円×1/2≒53,671千円）
６．救命救急センター：赤字分、当直業務及び病床確保分
　　（33,000千円+37,011千円+89,615千円＝159,626千円）
７．リハビリテーション：収入をもって充てることができない経費（H25決算分）
　　（収益103,037,759円-費用156,532,586円≒△53,494千円）
８．小児医療：収入をもって充てることのできない経費（Ｈ25決算分）
　　（収益594,098,134円-費用697,682,844円≒△103,584千円）
９．高度医療：電子カルテの賃借料及び委託料の1/2
　　収益的収入分（214,082千円×1/2≒107,041千円）
　　資本的収入分（215,218千円×1/2≒107,609千円）
１０．企業債元金：平成14年度以前借入に対する支払額の2/3、平成15年度以降借入に対
　　する支払額の1/2（242,313,081円×2/3＋237,500,000円×1/2≒280,292千円）
１１．建設改良費：支払額の1/2
　　　土地購入費（94,145円×1/2≒47,072千円）
　　　新病院建設費（74,620,943円×1/2≒37,309千円）
合計1,111,361千円

受益者負担 無

コ
　
　
ス
　
　
ト

Ｈ25決算額 Ｈ26決算額 Ｈ27決算額

目
的

 何・誰を対象に 病院事業、地域住民の医療

どの様な状態
にするのか

地域住民の医療の貢献のため、地方公営企業繰出金の通知に準じて経費を繰出すことに
より、病院の経営の健全化を促進する。

予算区分 4 1 5 1

事業期間 平成１２年度以前 ～ 平成３１年度以降

根拠法令・個別計画 地方公営企業法第１７条の２、第１７条の３、第１８条、地方公営企業繰出金について（通知）
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○

総合計画
新基本計画

会計区分 一般会計 事業類型 一般事業 担当課 病院総務課

事業番号 216

平成28年度 事務事業評価シート

事
　
　
業
　
　
の
　
　
概
　
　
要

事務事業名 小牧市病院事業会計繰出金 担当部 市民病院事務局

担当係 経理係

保健・福祉 地域医療 市民病院を充実します
施策等

重点事業 実施計画事業



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

平
成
２
８
年
度
の

改
善
内
容

患者数が減少傾向にある中で、病床管理や病診連携のさらなる推進等により収益を
確保する必要がある。

基本施策の展開
方向の目的に対
する影響（貢献

等）

繰出しによって、第三次救急医療などの繰出基準に基づく部門の運営に貢献してい
る。

２８年度における
事業の改善・見

直し内容（新規追
加事項、廃止・削

減事項等）

病床管理や病診連携の推進による収益の増加及びコスト削減により経営状況のさら
なる健全化を図る。

平
成
２
９
年
度
の
事
業
の
方
向
性

方向性の判定 維　持
事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの
（対象や手段を見直す場合も含む）

判定理由
国の繰出し基準により市が負担すべきものであり、病院経営の健全化を促進するた
めに必要である。

２９年度以降
の改善案

地域の基幹病院として相応しい高次医療を行い、地域住民の医療機関として健全に
経営するためにも引き続き事業を実施する。

二
次
評
価

方向性の判定 判　定　理　由

維　持 一次評価のとおり。

事
業
の
自
己
評
価

平
成
２
７
年
度
の
実
施
結
果

事業の
達成状況

平成27年度は8億900万円余の純利益が計上でき、経常収支比率は100％以上を維
持しており健全経営を保っている。

事業実施におけ
る課題

101

105.7 103.7 104.1

成果指標名 H25 H26 H27 H28

経常収支比率 ％
101 100 100

１日外来患者数 人
1,620 1,500 1,440 1,430

1,576 1,494 1,492

平均在院日数 日
12 12 12 11

13 12 11業
　
　
　
　
績

活動指標名 H25 H26 H27 H28

病床稼働率 ％
93 91 91 90

90 89 88

事業番号 216


